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2021 年度「市民防災・減災活動公募助成」事業実施報告書 

団体名  静岡大学学生防災ネットワーク                     

会計 氏名      瀬尾彩乃               

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報

告書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
若者の防災力を向上するためのオンラインシンポジウムの開催 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入くださ

い。会員数など。１８０文字程度まで） 
 
 
 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
静岡県では長年南海トラフ巨大地震が来ると言われており，個人の防災力の向上が喫緊の課題となっているこ

とから，当団体では日々防災啓発活動に取り組んでいます。しかし，災害に見舞われる可能性が高いのは静岡

県だけではありません。日本全国，どの地域でも未曾有の大災害が発生する可能性があります。本活動を実施

することで，全国で活動する学生防災団体をつなぎ，各県での課題や活動事例を紹介し，防災知識のみならず

普及方法について共有を図り，今後の全国での防災活動の促進を目ざしていきたいと考え，プロジェクトを実施

しました。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
全国の学生や防災活動に従事する方々を対象に，シンポジウムを開催しました。規模が大きく，一カ所に集まっ

ての開催は困難であり，新型コロナウィルスの感染拡大防止のためにも前回同様に Zoom を活用し，オンライン

で開催しました。本活動では，各都道府県の学生間でのネットワークや，プラットフォームの強化またはその活用

方法，被災時に助け合える関係の構築を目的とし，各団体の活動紹介のあとに，あらかじめ募集したトークテー

マに沿ってグループごとに議論，全体への共有を行いました。Zoom でのやりとりを通して，各県での活動を

比較・可視化し,自分たちの活動をよりよい物にしていくことも本活動の目標の一つです。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
第 2 回目のシンポジウムでしたが，前回のアンケートを基に内容や環境の改善をした結果，前回よりも実りある

活動になったと思います。前回よりも発言の機会を増やしたところ，話し合いや活動紹介の質問タイムでは，全

国の大学生と活発な議論ができました。現在各団体が抱えている悩み(メンバーの関係づくり，コロナ禍での活

動内容など)が，他の団体の活動やアドバイスを聞くことによって，どの団体も何かしらの成果を持ち帰ることが

できました。加えて，団体の OB のうち，現在も別団体で防災活動を続けている方をお招きし，より規模の大きい

団体での活動内容や，活動のヒントを頂きました。私たちの活動は地元の新聞にも取り上げられ，地域住民の皆

さんにも防災に興味を持っていただくきっかけになったと思います。 

 

静岡大学学生防災ネットワーク，通称「学防ネット」は，静岡大学地域創造学環地域環境・防災コースの学生 4 名

により，平成 30 年 4 月に立ち上げられた学生防災団体です。現在は 21 名の学生が所属しており，在籍者は消

防団員，応急手当普及員，防災士，芸術系専攻等多様な特色を持っています。 

 



     

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
借りた会議室が狭かったため，グループ活動では他の人の声がマイクに入ってしまいました。そのため，一部の

参加者の方からは聞き取りにくいとのご意見をいただきました。全員がマイク付きのイヤホンを使用し，発表以外

ではマイクをオフにしていましたが，部屋をわける，広さを確保することが必要だとわかりました。また，グループ

活動での進行役は私たちの団体が行っていましたが，メンバーによっては進行役の経験がなく，技量に大きな差

が出てしまいました。こちらも，事前に練習をしたり，ファシリテーションについて学ぶべきであると感じました。今

回も参加者の方々から多くの感想とご意見を頂いたので，来年度以降も実施したいと考えています。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活

動状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。 

 

 

 



     

 


